
金賞  南 瑛記君 

北海道大学工学部建築都市学科  engrave－海の炭の路 

 

産業遺産再生と呼ぶのが相応しいのか、炭鉱跡のコンバージョンである。かつての記憶

を再構築しつつもその気配を大切に、しかも新鮮に新しい機能を潜入させていく手法は図

面を見る限り空気感が伝わってくる。炭鉱の持つ独特な暗さや不透明感を味に変化させ、

よくみるとほとんどが新しく設定されているにもかかわらず、記憶をつぶすことなく生き

続けさせることに成功している。バランス感覚の良い秀作は金賞に値する。 

（文責：小西 彦仁君） 

 

 

 

     


